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時間と空間の標準をつくる

一次周波数標準、光周波数標準、
衛星搭載水素メーザー、
UTC(NICT) の高度化、

日本標準時の維持と高度化、
基準位置座標系、
地球姿勢モニター

時間と位置をはかる（計る、測る）

光とマイクロ波をつなぐ計測技術、
衛星双方向時刻比較、SLR、VLBI、
パルサータイミング、衛星測位技術

宇宙飛翔体位置計測

正確な時間と位置の情報をとどける

電波時計、ネットワーク時刻配信、
時刻認証、準天頂衛星システム、

位置認証技術、校正・検定、距離基準

高度な科学技術研究
基礎定数、
衛星からの地球観測、
地球環境・天文学研究、
惑星探査、etc…

高度な科学技術研究
基礎定数、
衛星からの地球観測、
地球環境・天文学研究、
惑星探査、etc…

第２期中期計画のコンセプト

安全で安心できる豊かな社会
正確な位置と時刻の提供、
信頼できる電子商取引、
高度測位社会基盤、
不要電波発生源の特定、
緊急時位置通報、GIS、etc...



位置情報の認証について

位置情報認証とは

ある位置情報が得られた／与えられたときに、その位
置情報が正しいことを保証するしくみ

さまざまな『認証』
個体認証（Who）：指紋認証、生体情報認証（バイオメ
トリクス）、パスワード、IDカード

時刻認証（When）：タイムスタンプ

位置認証（Where）：???



位置情報と位置認証

位置情報
地理情報のうち、事象・対象の位置を明らかにする情報。緯度・経度・高さ、ま
たはＸ、Ｙ、Ｚ等の座標で表現。

位置認証
信頼のおける第三者機関が、顧客の依頼に応じて物流等の経路やある行為
が行われた位置を証明すること。ICチップを利用した装置（ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ基準点

等）や衛星測位等から得られる位置情報を利用することが想定される。

平成１７年度国土地理院重点施策用語集 http://www.gsi.go.jp/GSI/IMPORT/17/ju17-e.htm より

Webページ検索件数：220000件
：ココセコム、ドコモ、WILLCOM、KDDI.au、．．．

Webページ検索件数：26件



公共測量や一般的な測量への応用

簡便な方法で正しい位置情報の入手

異なる測量結果間の整合性確保

GISにおける活用

入力データの正確性保証

位置情報社会基盤構築における基準点の設置

位置認証の適用例（１）測量・GIS



位置認証の適用例（２）サーバーの詐称防止



位置認証の適用例（３）通話相手の場所確認



位置認証の波及効果

ＧＩＳの整備促進

位置情報の整合性の確保

土地登記、地籍

位置情報社会基盤の基準点

TOKYO Datum

WGS84



位置（緯度・経度・高さ）の概念

測量法改正（2001.6.20 公布、2002.4.1 施行）

日本測地系⇒世界測地系（東京近辺で450mの差）

電子基準点、三角点の位置を測地成果2000へ
• ITRF1994における鹿島26m局の1997.1.1時点の位置を基準

• 新十津川、海南各VLBI局のITRF94における位置を決定

• 電子基準点・三角点の位置を順次計算⇒緯度・経度は不変

ただし、緯度・経度のみ⇒標高の基準は変更せず

GPSで正確に位置を求めても、測量法上正しい緯度・経度・標高は得られない

地殻変動の補正、標高の補正などが必要



位置認証技術試験システム

位置情報認証を実現するひとつの可能性を実証するために、
NICTと日本GPSソリューションズ（株）の共同研究に基づいて平
成17年度開発開始

解析エンジンにはBernese (Ver.4.2)を使用した高度精密測位シ
ステム（Advanced Precise Positioning System = APPS）を利用

位置認証サーバーソフトウェアはテラ（株）が開発

2006年度より試験運用公開実験開始、現在継続中



高度精密測位システム：ＡＰＰＳ

APPS:ユーザーを限定しない高精度測位手段の提供

ユーザーは干渉測位用ＧＰＳ受信機でデータを取得

取得したデータ（RINEX）をデータ解析センターに送付

解析センターでは、データベースに蓄積されている精密軌道、基準点観測デー
タを使用して、ユーザーから送付された観測データを解析

解析結果をメールなどでユーザーに返送

データ解析センター

ユーザー
観測データ（RINEXファイル）

即時解析結果



ログイン画面：http://vps.nict.go.jp/Login.html

※ vps = verified position service



ログイン後の画面：データファイル指定



認証データ確認



将来の発展

日本全国の速度場を用いた認証された位置のフォロー

さまざまな座標系間の自由な変換

なりすましの防止、検出

受信機の検定

校正データ（位相特性）の適用による確度改善

専用受信機の開発
設置の容易な三脚

地上マーカー⇒位相中心のベクトル測定自動化

電離層モデル利用による単周波受信機の活用

マルチパス状況下での位置推定方法の改善

GPS電波の届かない場所での位置認証



まとめ

位置情報認証の一形態として、位置認証技術試
験システムを開発した。

現在、一般ユーザーに公開して、試験運用を実
施中（http://vps.nict.go.jp/Login.html）。

今後、なりすまし防止、各種座標系への変換、
データ品質の評価機能などの開発を行う。


